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第
一
日

9
月
22
日
︵
土
︶

11
時
30
分
～
12
時
20
分

受
付

12
時
30
分

開
会

挨
拶
・
高
野
公
彦

12
時
40
分
～
13
時
40
分

講
演

渡

英
子
氏

｢
華
や
か
に
さ
び
し
き
秋
や
袂
袒
北
原
白
秋
の
短
歌
｣

14
時
00
分
～
16
時
30
分

歌
会
Ⅰ

︿
Ａ
﹀

助
言
者
：
大
野
・
奥
村
・
小
島

司
会
：
金
子

︿
Ｂ
﹀

助
言
者
：
岡
崎
・
影
山
・
木
畑
・
清
水
・
水
上
芙

司
会
：
四
野
宮

︿
Ｃ
﹀

助
言
者
：
後
藤
・
鈴
木
・
高
野
・
原
賀
・
福
士

司
会
：
米
田
郁

︿
Ｄ
﹀

助
言
者
：
大
松
・
風
間
・
狩
野
・
田
中
・
藤
野

司
会
：
森
田

︿
Ｅ
﹀

助
言
者
：
桑
原
・
橘
・
松
尾
・
水
上
比

司
会
：
辻
本

16
時
30
分
～
18
時
30
分

題
詠
制
作
︵
題
﹁
雨
﹂
ま
た
は
雨
冠
の
文
字
︶

18
時
30
分
～
20
時
30
分

懇
親
会

第
二
日

9
月
23
日
︵
日
︶

c
時
50
分
～
11
時
40
分

歌
会
Ⅱ
(
題
詠
)

12
時
00
分
～
12
時
20
分

表
彰

12
時
30
分
～
14
時
00
分

さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

一
日
目
全
体
会

秋
晴
れ
の
東
京
に
全
国
各
地
か
ら
百

二
十
名
の
会
員
が
集
ま
っ
た
︒
定
刻
︑

大
会
委
員
長
桑
原
正
紀
氏
に
よ
っ
て
開

会
が
宣
言
さ
れ
る
︒
続
い
て
高
野
公
彦

氏
の
挨
拶
︒
途
中
︑
歌
会
Ⅱ
の
題
の
ヒ

ン
ト
に
触
れ
る
場
面
が
あ
り
︑
和
や
か

な
笑
い
が
起
こ
る
︒
こ
の
大
会
を
﹁
短

歌
を
通
し
て
人
生
を
楽
し
む
時
間
に
﹂

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
ら
れ
た
︒

渡
英
子
氏
に
よ
る
講
演
は
︑
白
秋
の

歌
の
フ
レ
ー
ズ
を
引
用
し
た
﹁
華
や
か

に
さ
び
し
き
秋
や
袂
袒
北
原
白
秋
の
短

歌
﹂
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
行
わ
れ
た
︒

宮
英
子
氏
と
同
名
で
あ
る
嬉
し
さ
を
語

り
つ
つ
始
ま
っ
た
講
話
は
︑
白
秋
の
︑

詩
人
の
弟
子
と
歌
人
の
弟
子
に
対
す
る

指
導
方
法
の
相
違
に
踏
み
込
む
︒
歌
人

に
は
一
対
一
で
添
削
指
導
し
た
白
秋
が
︑

詩
人
に
対
し
て
は
詩
句
を
訂
正
す
る
こ

と
な
ど
無
か
っ
た
こ
と
を
︑
資
料
を
示

し
な
が
ら
説
き
︑
そ
の
理
由
を
︑
詩
に

お
い
て
は
才
能
の
有
無
が
問
題
に
な
る

が
︑
歌
は
鍛
え
方
次
第
で
優
れ
た
歌
人

に
な
っ
て
い
く
と
白
秋
は
考
え
て
い
た

の
で
は
な
い
か
︑
と
結
論
さ
れ
た
︒

講
演
終
了
後
︑
直
ち
に
移
動
︒
グ
ル

ー
プ
に
分
か
れ
て
歌
会
Ⅰ
が
始
ま
る
︒

会
終
了
後
︑
明
日
の
歌
会
Ⅱ
の
た
め
の

題
が
︑
﹁
雨
ま
た
は
雨
冠
の
文
字
﹂
と

明
か
さ
れ
る
︒
懇
親
会
ま
で
の
二
時
間

を
各
々
作
歌
に
取
り
組
ん
だ
︒

二
〇
一
九
年
コ
ス
モ
ス
全
国
大
会
の
記

東
京
／
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

大
会
日
程

﹇
参
加
者
名
簿
﹈
︿
北
海
道
﹀
稲
場
洋
子
・
後
藤
美
子
・
斎
藤
嶺
也
・
坂
倉
恵
美
子
・
新

保
弥
代
枝
・
高
橋
妙
子
︿
青
森
﹀
福
士
り
か
︿
岩
手
﹀
安
保
コ
ト
・
吉
田
史
子
︿
宮
城
﹀

薄
葉
茂
・
斉
藤
梢
︿
山
形
﹀
榎
本
久
美
子
︿
茨
城
﹀
金
子
智
佐
代
︿
埼
玉
﹀
神
保
外
子
・

田
中
愛
子
・
丹
波
真
人
・
村
田
淳
子
︿
千
葉
﹀
大
西
淳
子
・
影
山
一
男
・
風
間
博
夫
・
黒

岡
美
江
子
・
小
栂
礼
子
・
小
湊
正
子
・
高
野
公
彦
・
豊
島
秀
範
・
藤
野
宏
子
・
役
重
隆
子

︿
神
奈
川
﹀
赤
石
智
子
・
石
川
通
子
・
石
原
佳
子
・
井
鍋
幸
子
・
奥
野
政
勝
・
加
藤
久

子
・
河
北
笑
子
・
工
藤
亜
希
子
・
清
水
正
子
・
鈴
木
久
美
子
・
高
橋
美
羽
子
・
土
屋
美
代
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懇
親
会
の
司
会
は
大
西
淳
子
氏
︒
小

島
ゆ
か
り
氏
に
よ
る
乾
杯
の
後
は
︑
信

濃
ト
リ
オ
の
ダ
ン
ス
︑
共
通
語
と
正
調

津
軽
弁
の
共
演
︑
ピ
ア
ノ
の
弾
語
り
︑

さ
ら
に
デ
ュ
オ
水
上
︑
チ
ー
ム
愛
知
︑

長
崎
の
歌
姫
に
よ
る
好
演
︑
そ
し
て
有

志
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
と
続
き
︑
賑
わ
い

の
う
ち
に
デ
ザ
ー
ト
も
な
く
な
り
第
一

日
は
終
了
︒

(
有
川
知
津
子
︶

歌
会
報
告
(Ⅰ
⁝
一
日
目
︑Ⅱ
⁝
二
日
目
)

︿
Ａ
グ
ル
ー
プ
﹀

﹇
歌
会

Ⅰ
﹈

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
大
野
︑
奥
村
︑
小

島
の
選
者
諸
氏
︑
司
会
に
金
子
智
佐
代

氏
を
含
む
二
十
三
名
で
開
会
︒
一
首
を

席
順
に
二
名
と
選
者
一
名
が
講
評
し
た
︒

﹁
解
る
﹂
は
解ほ

ぐ

る
と
解わ
か

る
で
は
歌
意
が

変
わ
る
の
で
ル
ビ
が
必
要
︒
越
南
︑
河

内
は
越
南

ベ
ト
ナ
ム

︑
河
内

ハ

ノ

イ

と
ル
ビ
を
振
る
の
が

読
者
に
親
切
で
あ
る
こ
と
︒
時
事
詠
に

つ
い
て
は
対
象
と
な
る
時
事
を
正
確
に

捉
え
て
詠
う
こ
と
な
ど
の
助
言
を
頂
い

た
︒ま

た
︑
調
べ
を
確
か
め
る
に
は
﹁
夏

は
来
ぬ
﹂
の
曲
に
合
わ
せ
自
作
の
歌
を

歌
い
最
後
に
﹁
な
つ
～
は
き
ぬ
﹂
と
付

け
加
え
て
ぴ
っ
た
り
終
わ
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と

い
う
高
野
氏
直
伝
の
方
法
が
披
露
さ
れ

た
︒

﹇
歌
会

Ⅱ
﹈

一
日
目
に
﹁
雨
・
雨
冠
の
つ
く
漢

字
﹂
の
題
で
詠
ん
だ
詠
草
か
ら
四
首
選

歌
し
た
後
︑
前
日
と
同
様
に
進
行
し
た
︒

・

明
日
か
ら
は
用
が
な
く
な
る
病
院
の

霊
安
室
の
場
所
を
知
り
た
り

の
評
で
は
﹁
死
と
言
う
言
葉
を
ど
こ
に

も
使
わ
ず
︑
毎
日
の
よ
う
に
見
舞
っ
て

い
た
身
内
の
死
を
︑
敢
え
て
感
情
を
抑

え
て
詠
う
こ
と
で
深
い
悲
し
み
を
伝
え

て
い
る
︒
さ
ら
に
雨
冠
を
霊
の
文
字
に

当
て
る
な
ど
ト
リ
プ
ル
ア
ク
セ
ル
と
も

言
う
べ
き
﹂
と
い
う
選
者
の
言
葉
に
鑑

大
会
詠
草
︵
�

︶
選
者
選
︵
五
選
者
以
上
の
重
選
︶

︵
大
野
・
影
山
・
田
中
・
田
宮
・
原
賀
・
福
士
・
藤
野
・
松
尾

・
水
上
比
・
宮
里
選
︶

小
島
ゆ
か
り

八
月
の
無
風
の
街
を
か
た
む
け
て
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
飲
み
ほ
し
ぬ

︵
大
松
・
岡
崎
・
奥
村
・
風
間
・
清
水
・
高
野
・
原
賀
・
藤
野

・
水
上
芙
選
︶

石
井
由
美
子

リ
ュ
ウ
グ
ウ
と
三
億
キ
ロ
の
距
離
を
お
く
星
の
厨
に
ゆ
ふ
べ
米
研
ぐ

︵
影
山
・
小
島
・
清
水
・
橘
・
田
中
・
田
宮
・
藤
野
・
水
上
比
選
︶

原
賀
瓔
子

キ
ッ
チ
ン
で
手
を
洗
ひ
を
り
花
束
に
せ
ん
め
ん
台
を
貸
す
春
の
午
後

︵
大
野
・
岡
崎
・
影
山
・
清
水
・
高
野
・
藤
野
・
水
上
芙
選
︶三

浦
陽
子

こ
こ
か
ら
は
星
と
木
の
葉
が
名
告
り
あ
ふ
時
間
静
か
に
カ
ー
テ
ン
を
ひ
く

︵
大
野
・
大
松
・
狩
野
・
鈴
木
・
田
中
・
水
上
芙
選
︶

森
田
卓
子

日
の
暮
れ
に
雨
は
降
り
来
ぬ
さ
は
さ
は
と
蚕
が
桑
を
食
む
音
に
似
て

子
・
長
谷
川
重
紀
・
藤
崎
絢
子
・
松
村
千
津
子
︿
東
京
﹀
浅
田
み
ど
り
・
池
田
恭
子
・
石

川
る
み
子
・
大
松
達
知
・
奥
村
晃
作
・
勝
木
尚
子
・
狩
野
一
男
・
桑
原
正
紀
・
小
島
な

お
・
小
島
ゆ
か
り
・
小
林
登
喜
恵
・
四
野
宮
和
之
・
関
矢
展
子
・
田
村
悦
子
・
坪
井
真

里
・
能
勢
玉
枝
・
原
賀
瓔
子
・
福
島
壺
春
・
北
条
忠
政
・
本
土
和
子
・
前
中
映
・
松
尾
佳

津
予
・
松
尾
祥
子
・
水
上
比
呂
美
・
水
上
芙
季
・
森
田
卓
子
︿
新
潟
﹀
岡
崎
康
行
・
橘
芳

圀
・
摩
尼
久
晴
︿
富
山
﹀
中
川
暁
子
・
西
嶋
圭
子
・
西
村
好
美
︿
石
川
﹀
中
山
基
子
︿
福

井
﹀
内
藤
丈
子
︿
長
野
﹀
今
村
日
出
子
・
斉
藤
淳
子
・
野
村
房
子
・
三
浦
陽
子
・
宮
外
み

ど
り
・
洞
田
哲
子
︿
静
岡
﹀
小
田
部
雅
子
︿
愛
知
﹀
井
上
啓
子
・
大
塚
浩
・
近
藤
卯
月
・

鈴
木
竹
志
・
柴
田
有
里
・
高
橋
み
ど
り
・
野
村
ま
さ
こ
・
山
田
恵
里
︿
三
重
﹀
森
田
治
生

︿
京
都
﹀
木
畑
紀
子
︿
兵
庫
﹀
大
西
よ
し
こ
・
中
村
京
・
長
井
淑
子
・
藤
岡
成
子
︿
奈

良
﹀
米
田
郁
夫
・
米
田
靖
子
・
田
北
加
世
︿
鳥
取
﹀
石
田
信
夫
・
中
村
恵
︿
広
島
﹀
新
宅

道
和
︿
山
口
﹀
鈴
木
千
登
世
︿
香
川
﹀
宮
西
史
子
︿
愛
媛
﹀
豊
田
桂
子
︿
福
岡
﹀
有
川
知

津
子
・
有
中
房
子
・
大
西
晶
子
・
大
野
英
子
・
木
下
幸
則
・
栗
山
貴
臣
・
栗
山
由
利
・
中

村
仁
彦
・
藤
野
早
苗
︿
長
崎
﹀
江
頭
洋
子
・
立
石
千
代
女
・
安
田
博
行
︿
熊
本
﹀
辻
本
浩

︿
宮
崎
﹀
荒
巻
睦
代
︵
以
上
120
名
︶
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賞
︑
作
歌
の
姿
勢
を
教
え
ら
れ
た
︒

最
後
に
︑
解
釈
が
難
し
か
っ
た
歌
の

作
者
に
質
問
す
る
時
間
が
設
け
ら
れ
た
︒

(
浅
田
み
ど
り
︶

︿
Ｂ
グ
ル
ー
プ
﹀

﹇
歌
会

Ⅰ
﹈

一
首
に
つ
き
二
名
の
評
者
と
一
名
の

選
者
が
評
を
述
べ
た
︒
高
得
点
歌
は
次

の
二
首
︒

①
苦
瓜
を
採
り
て
夫
が
も
ど
り
来
ぬ
蚊

取
線
香
の
煙
と
と
も
に

②
驟
雨
し
ろ
く
奔
り
過
ぎ
た
り
消
え
を

り
し
蟬
声
徐
々
に
も
り
あ
が
り
来
る

①
に
つ
い
て
︑
評
者
か
ら
は
情
景
が

浮
か
び
︑
夏
の
風
物
詩
の
よ
う
︑
選
者

か
ら
は
夫
の
描
写
が
も
う
少
し
あ
る
と

さ
ら
に
良
く
な
る
︑
と
あ
っ
た
︒

②
に
つ
い
て
︑
評
者
か
ら
は
蟬
声
が

﹁
も
り
あ
が
る
﹂
の
表
現
が
よ
い
︑
選

者
か
ら
は
動
詞
を
減
ら
す
工
夫
が
あ
る

と
さ
ら
に
良
く
な
る
︑
と
あ
っ
た
︒

﹇
歌
会

Ⅱ
﹈

題
詠
の
高
得
点
歌
は
次
の
一
首
︒

・

雨
の
字
の
四
粒
の
な
み
だ
愛
し
く
て

ひ
と
し
づ
く
づ
つ
丁
寧
に
書
く

評
者
二
名
︑
選
者
一
名
と
も
に
漢
字

﹁
雨
﹂
の
な
か
の
四
つ
の
点
を
雨
粒
に

見
立
て
た
作
者
の
独
創
性
に
注
目
し
︑

下
の
句
に
つ
な
げ
た
感
受
性
が
素
晴
ら

し
い
と
評
を
述
べ
た
︒

雨
︑
ま
た
は
雨
冠
の
入
っ
た
歌
︑
と

の
お
題
に
対
し
て
︑
梅
雨
︑
秋
雨
前
線

熱
帯
雨
林
な
ど
多
彩
な
雨
が
詠
わ
れ
︑

﹁
電
﹂
と
い
う
意
外
な
雨
冠
の
歌
も
あ

り
︑
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
︒

﹁
夕
立
﹂
を
使
っ
た
一
首
に
は
多
く

の
点
が
入
っ
た
が
︑
失
格
と
な
っ
た
の

は
残
念
だ
っ
た
︒

(
坪
井

真
里
︶

︿
Ｃ
グ
ル
ー
プ
﹀

﹇
歌
会

Ⅰ
﹈

講
師
の
渡
英
子
氏
も
選
者
に
加
わ
ら

れ
︑
一
首
に
つ
き
二
名
が
評
し
選
者
が

︵
狩
野
・
小
島
・
鈴
木
・
高
野
・
田
宮
選
︶

黒
岡
美
江
子

｢
二
つ
折
り
の
恋
文
﹂
白
き
蝶
々
が
蕺
草
の
闇
に
か
く
れ
て
入
梅

つ

い

り

大
会
詠
草
︵
�

︶
全
体
互
選
高
点
歌
(
既
出
の
作
品
は
作
者
名
の
み
記
す
︒
以
下
同
様
︒
︶

＊
大
会
で
の
表
彰
は
選
者
を
抜
い
た
順
で
行
わ
れ
た
︒

︵
一
位
︶
石
井
由
美
子
︵
二
位
︶
小
島
ゆ
か
り
︵
三
位
︶
原
賀
瓔
子

︵
四
位
︶
森
田
卓
子
︵
五
位
︶
今
村
日
出
子
︵
六
位
︶
三
浦
陽
子

︵
七
位
︶
高
橋
み
ど
り
︑
井
鍋
幸
子
︑
福
島
壺
春
︵
十
位
︶
役
重
隆
子

今
村
日
出
子

幾
千
の
ひ
ま
わ
り
群
れ
て
ゆ
れ
る
な
か
ひ
と
つ
は
き
み
の
麦
わ
ら
帽
子

高
橋
み
ど
り

ど
こ
へ
で
も
ゆ
け
る
予
感
に
満
ち
な
が
ら
今
日
お
さ
な
ご
は
歩
き
初そ

め
た
り

井
鍋
幸
子

く
も
の
網い

は
妖
し
き
舞
台
雨
粒
が
ス
パ
ン
コ
ー
ル
と
な
り
て
き
ら
め
く

福
島
壺
春

放
牧
の
牛
に
ゆ
く
て
を
阻
ま
れ
て
ひ
と
と
き
海
の
秋
を
見
て
を
り

役
重
隆
子

木
琴
に
な
り
た
い
な
つ
て
騒
い
で
る

風
に
か
が
よ
ふ
濃
緑
の
樫

大
会
詠
草
︵
�

︶
グ
ル
ー
プ
高
点
歌

︿
Ａ
﹀
︵
一
位
︶
石
井
由
美
子
︵
二
位
︶
今
村
日
出
子
︑
小
島
ゆ
か
り
︵
四
位
︶

高
橋
み
ど
り
︑
金
子
智
佐
代

金
子
智
佐
代

尺
玉
の
菊
の
大
輪
し
だ
れ
た
る
の
ち
の
ぬ
ば
た
ま
木
星
あ
か
し

︿
Ｂ
﹀
︵
一
位
︶
大
西
晶
子
︑
長
谷
川
重
紀
︵
三
位
︶
木
畑
紀
子
︑
神
保
外
子
︑

大
塚
浩

大
西
晶
子

苦
瓜
を
採
り
て
夫
が
も
ど
り
来
ぬ
蚊
取
線
香
の
煙
と
と
も
に

長
谷
川
重
紀

驟
雨
し
ろ
く
奔
り
過
ぎ
た
り
消
え
を
り
し
蟬
声
徐
々
に
も
り
あ
が
り
来
る

木
畑
紀
子
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講
評
し
た
︒
高
点
歌
を
一
首
挙
げ
る
︒

・

日
の
暮
れ
に
雨
は
降
り
来
ぬ
さ
は
さ

は
と
蚕
が
桑
を
食
む
音
に
似
て

小
さ
い
頃
の
思
い
出
︑
下
句
の
表
現

が
よ
い
︒
高
野
氏
の
助
言
を
挙
げ
る
︒

上
句
を
﹁
町
田
に
て
夕
雨
降
れ
り
﹂
な

ど
具
体
を
入
れ
る
と
更
に
よ
く
な
る
︒

ま
た
他
の
歌
で
は
︑
漢
字
と
平
仮
名

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
︑
平
仮
名
を
多

く
す
る
と
嫌
み
が
で
る
︒
目
立
た
な
い

の
が
一
番
よ
い
︒
ゾ
シ
マ
長
老
な
ど
イ

ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
や
寺
山
風
の
歌

も
あ
り
有
意
義
な
歌
会
で
あ
っ
た
︒

﹇
歌
会

Ⅱ
﹈

二
日
目
は
題
詠
の
歌
会
︒
前
日
の

﹁
雨
・
雨
か
ん
む
り
﹂
の
二
十
三
首
よ

り
四
首
を
選
歌
︒

・

か
み
な
り
を
雷ら
い

さ
ま
と
言
う
祖
母
の

居
て
き
れ
い
き
れ
い
と
見
て
た
閃
光

高
野
氏
は
結
句
を
﹁
見
て
い﹅

た﹅

閃

光
﹂
と
助
言
︒
雨
・
雨
か
ん
む
り
は
多

種
多
様
と
な
り
︑
需
要
・
帝
政
露
西

亜
・
霞
か
ら
雷
蔵
や
健
さ
ん
の
雨
の
な

ぐ
り
込
み
ま
で
あ
っ
た
︒
ま
た
広
島
県

の
方
言
の
混
じ
っ
た
歌
や
佐
渡
の
金き

ん

北ぽ
く

山さ
ん

の
歌
な
ど
変
化
に
と
ん
だ
歌
が
並
ん

だ
︒
司
会
者
の
進
行
も
和
や
か
で
︑
親

睦
の
深
ま
っ
た
充
実
の
全
国
大
会
の
歌

会
で
あ
っ
た
︒

(
村
田

淳
子
︶

︿
Ｄ
グ
ル
ー
プ
﹀

﹇
歌
会

Ⅰ
﹈

一
首
に
つ
い
て
座
席
順
で
二
名
︑
選

者
一
名
で
評
を
行
う
︒

・

遠
く
て
も
近
い
ポ
ス
ト
に
出
し
に
行

く
近
く
に
は
な
い
遠
く
の
ポ
ス
ト

様
々
な
解
釈
が
生
ま
れ
た
一
首
︒
同

じ
内
容
を
上
下
で
繰
り
返
し
て
い
て
煙

に
巻
か
れ
た
感
じ
︒
上
句
と
下
句
の
ポ

ス
ト
は
違
う
も
の
な
の
か
と
混
乱
し
て

し
ま
っ
た
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
︒
選

者
の
藤
野
早
苗
氏
が
︑
遠
い
／
近
い
と

い
う
距
離
感
覚
は
主
観
的
な
も
の
で
あ

お
も
ふ
こ
と
半
分
言
へ
て
し
た
い
こ
と
半
分
出
来
れ
ば
上
々
の
生

神
保
外
子

う
づ
ま
き
て
ビ
ル
風
吹
け
り
平
成
初
期
火
の
見
櫓
が
あ
り
し
駅
前

大
塚

浩

ひ
た
す
ら
に
祈
る
が
ご
と
き
老
体
の
太
極
拳
の
ス
ロ
ー
モ
ー
シ
ョ
ン

︿
Ｃ
﹀
︵
一
位
︶
森
田
卓
子
︵
二
位
︶
吉
田
史
子
︵
三
位
︶
原
賀
瓔
子
︑
摩
尼

久
晴
︑
前
中
映

吉
田
史
子

ず
つ
し
り
と
両
手
に
重
き
を
か
か
へ
た
り
精
米
し
た
て
の
あ
た
た
か
き
米

摩
尼
久
晴

盆
踊
り
終
へ
て
帰
り
来
真
野
の
江え

の
み
ぎ
は
の
匂
ひ
夜
に
踏
み
つ
つ前

中

映

少
年
が
投
げ
て
は
落
と
す
学
帽
の
届
か
ぬ
梁
に
夏
蝶
し
づ
か

︿
Ｄ
﹀
︵
一
位
︶
役
重
隆
子
︵
二
位
︶
三
浦
陽
子
︑
藤
岡
成
子
︑
風
間
博
夫

藤
岡
成
子

お
帰
り
！
と
彼
の
日
の
続
き
出
来
さ
う
な
や
さ
し
い
日
差
し

十
七
回
忌

風
間
博
夫

遠
く
て
も
近
い
ポ
ス
ト
に
出
し
に
行
く
近
く
に
は
な
い
遠
く
の
ポ
ス
ト

︿
Ｅ
﹀
︵
一
位
︶
宮
外
み
ど
り
︵
二
位
︶
福
島
壺
春
︑
勝
木
尚
子
︵
四
位
︶
栗

山
由
利

宮
外
み
ど
り

わ
れ
が
先
わ
れ
に
わ
れ
に
と
餌ゑ

を
ね
だ
る
か
ほ
よ
り
大
き
子
燕
の
く
ち

勝
木
尚
子

み
ど
り
ご
が
全
身
全
霊
で
泣
く
や
う
な
夕
や
け
空
に
立
ち
つ
く
し
た
り

栗
山
由
利

夕
立
が
あ
が
つ
て
す
こ
し
重
た
げ
に
狗
尾
草

ゑ

の

こ

ろ

ゆ
れ
る
猫
が
ゐ
る
道

大
会
詠
草
︵
�

︶
題
詠
互
選
高
点
歌

・
題
﹁
雨
﹂
ま
た
は
﹁
雨
冠
の
あ
る
字
﹂

︿
Ａ
﹀

奥
野
政
勝

①
高
原
の
濃
霧
に
籠
る
乳
牛
の
鳴
き
声
の
ど
か
こ
だ
ま
も
あ
ら
ず
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り
な
が
ら
︑
主
観
と
客
観
を
一
首
の
な

か
で
転
換
し
て
み
せ
た
面
白
さ
が
あ
る

と
評
し
た
︒
郵
政
民
営
化
批
判
の
歌
で

は
と
の
思
わ
ぬ
角
度
か
ら
の
意
見
も
︒

﹇
歌
会

Ⅱ
﹈

一
日
目
と
同
じ
形
式
で
評
を
行
う
︒

・

大
志
あ
る
人
ら
は
同
じ
雰
囲
気
で
⁝

ひ
ば
り
の
帝
王
み
た
い
に
話
す

歌
会
終
了
後
の
質
問
タ
イ
ム
ま
で
熱

い
議
論
の
交
わ
さ
れ
た
一
首
︒
題
﹁
雨

／
雨
冠
の
字
﹂
か
ら
﹁
雰
囲
気
﹂
を
使

用
し
た
工
夫
が
評
価
さ
れ
る
︒
一
方
で

﹁
大
志
﹂
を
文
字
通
り
捉
え
る
か
野
望

と
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
に
取
る
か
で
意
見
が

分
か
れ
る
︒
極
め
つ
け
は
﹁
ひ
ば
り
の

帝
王
﹂
︒
鳴
き
声
と
重
ね
て
う
る
さ
い

ほ
ど
に
よ
く
喋
る
人
︑
揚
げ
ひ
ば
り
に

な
ぞ
ら
え
て
上
昇
志
向
の
強
す
ぎ
る
人
︑

な
ど
各
々
自
由
な
鑑
賞
を
楽
し
ん
だ
︒

美
空
ひ
ば
り
で
は
と
言
う
人
も
い
た
︒

(
小
島

な
お
︶

︿
Ｅ
グ
ル
ー
プ
﹀

﹇
歌
会

Ⅰ
﹈

自
己
紹
介
の
後
︑
一
首
に
三
名
が
評

し
︑
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
一
名
が
講
評
し
た
︒

・

人
皆
が
ス
マ
ホ
に
夢
中
の
待
合
室
私

は
古
き
手
帳
を
開
く

﹁
古
き
手
帳
﹂
に
味
わ
い
あ
る
と
す

る
意
見
︒
﹁
縦
書
き
ノ
ー
ト
﹂
と
具
体

を
置
い
て
は
ど
う
か
︑
現
代
社
会
批
判

で
あ
る
な
ら
﹁
私
は
﹂
と
せ
ず
︑
光
景

と
し
て
詠
む
方
法
も
あ
る
︑
の
助
言
︒

・

梅
雨
寒
に
ひ
つ
そ
り
繁
る
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
星
空
の
ご
と
実
を
鏤ち

り

めば

て

暗
さ
を
出
す
と
﹁
星
空
の
ご
と
﹂
の

比
喩
が
も
っ
と
生
き
る
︒
﹁
梅
雨
寒
の

樹き

闇や
み

に
繁
る
﹂
の
方
法
も
︒
作
品
に
寄

り
添
う
多
く
の
助
言
が
あ
っ
た
︒

﹇
歌
会

Ⅱ
﹈

三

十

分

で

の

選

歌

の

後
︑
題

詠

﹁
雨
﹂
の
二
十
四
首
に
つ
い
て
の
歌
評
︒

・

梨
む
け
ば
梨
の
雫
は
朝
の
陽
に
光
と

な
り
て
手
首
を
つ
た
う

美
し
い
歌
︑
結
句
が
リ
ア
ル
と
い
う

意
見
︒
﹁
有
の
実
を
む
け
ば
雫
が
﹂
で
︑

言
葉
の
重
な
り
を
無
く
す
︑
の
助
言
︒

・

ひ
つ
じ
雲
の
列
が
伸
び
ゐ
る
座
間
の

空
午
前
九
時
す
ぎ
戦
闘
機
と
ぶ

初
句
と
対
峙
す
る
よ
う
な
結
句
に
は
︑

普
通
で
は
な
い
日
常
の
現
実
が
あ
る
︑

の
評
が
心
に
残
っ
た
︒
﹁
朝
露
﹂
﹁
丑

雨
﹂
﹁
雲
丹
弁
当
﹂
﹁
八
雲
の
胸
像
﹂

﹁
電
車
﹂
な
ど
︑
﹁
雨
﹂
の
字
を
詠
み

込
ん
だ
特
色
あ
る
歌
が
並
ん
だ
︒

︵
斉
藤

梢
︶

小
島
ゆ
か
り

②
雨
の
日
は
ざ
わ
ざ
わ
と
し
て
わ
れ
を
呼
ぶ
忘
れ
て
き
た
る
傘
の
数
々

浅
田
み
ど
り

③
餅
︑
豆
腐
あ
ら
れ
に
切
り
て
鯛
ほ
ぐ
し
霰
粥
煮
る
柚
子
熟
れ
る
こ
ろ

︿
Ｂ
﹀

立
石
千
代
女

①
雨
の
字
の
四
粒
の
な
み
だ
愛
し
く
て
ひ
と
し
づ
く
づ
つ
丁
寧
に
書
く

池
田
恭
子

②
息
深
く
赤
子
ね
む
り
ぬ
ア
マ
ゾ
ン
の
熱
帯
雨
林
燃
え
続
く
夜
を鈴

木
千
登
世

③
味
噌
少
し
濃
く
し
て
雨
の
夜
に
作
る
と
ん
と
ん
豚
汁
雨
も
う
止
ま
ん

︿
Ｃ
﹀

鈴
木
竹
志

①
鉄
路
に
て
帝
政
露
西
亜
を
馳
せ
ゆ
き
ぬ
与
謝
野
晶
子
は
鉄
幹
を
追
ひ

福
士
り
か

②
新
し
い
長
靴
は
い
て
ま
た
脱
い
で
雨
を
待
ち
つ
つ
子
は
眠
り
た
り

石
川
る
み
子

③
か
み
な
り
を
雷ら
い

さ
ま
と
言
う
祖
母
の
居
て
き
れ
い
き
れ
い
と
見
て
た
閃
光

吉
田
史
子

③
下
が
り
眉
ゆ
ゑ
い
い
人
と
思
は
れ
て
言
は
れ
つ
ぱ
な
し
に
帰
る
雨
の
夜

︿
Ｄ
﹀

役
重
隆
子

①
秋
の
ス
テ
ッ
プ
踏
ん
だ
の
で
せ
う
雨
上
り
土
に
ジ
グ
ザ
グ
鳥
の
足
跡

田
中
愛
子

②
ホ
ー
ム
に
て
暮
ら
せ
る
母
も
聞
き
ゐ
る
や
真
夜
し
づ
か
な
る
秋
の
雨
音

大
松
達
知

③
傘
の
こ
と
を
天
傘

ユ
ー
サ
ン

と
呼
ぶ
ひ
と
び
と
の
し
づ
か
な
汗
を
と
ほ
く
思
へ
り

︿
Ｅ
﹀

土
屋
美
代
子

①
丑
雨
の
降
る
気
配
に
て
目
覚
め
た
り
浅
き
眠
り
の
旅
立
ち
の
朝

大
西
淳
子

②
梨
む
け
ば
梨
の
雫
は
朝
の
陽
に
光
と
な
り
て
手
首
を
つ
た
う

栗
山
由
利

③
う
ど
ん
屋
の
軒
先
か
り
て
雨
や
ど
り
ぬ
ら
し
た
く
な
い
ま
つ
さ
ら
の
靴


